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１－１ 指摘事項とりまとめ 4１ 第2回アドバイザー会議での
主な意見と対応状況

項目 意見概要
対応状況

（会議時の答弁から追加内容を朱書き）
素案

関連ページ

改定計画の概

要の整理

（１章、３章）

「想定外の土地利用」の例として、太陽光発電
設備のほか、残土置き場を明記した方がよい
のではないか。
法の網にかからない土地利用に配慮する必要
がある。

法の網にかからない太陽光発電設備のほか、
法規制がある「残土置き場」についても、「大
規模な盛土を含む土地の造成行為」としてと
りまとめ記載する。

７、１２、２８

地域管理構想の作成を行政が支援することを
記載してほしい。
「「２」に掲げる事項を達成するために必要な
措置の概要」よりも前段から「地域で考えてく
ださい」というメッセージを入れてほしい。

地域住民発意による地域管理構想の作成に
ついて支援する旨を記載する。
若者をはじめとする市民自身や地域の自治会、
NPOなどが参加、企画し、魅力を生み出す土
地利用・管理を応援する旨を１章に記載する。

７、２２

改定計画の概

要の整理

（１章）

日本一の河川を有する立派な都市だとわかる
記述にしてほしい。
現状、河川についてはゾーンの設定がないが、
保全活動推進ゾーンなど、エリア分けについ
て検討してほしい。

信濃川が本市のまちの成り立ちや市民生活に
大きく関わっていることを記載する。
ゾーンの設定については、公の管理があるこ
とから、信濃川と魚野川などの河川空間を
「①保全活動推進ゾーン」として位置付ける。

2、8、12

１５

都市内河川（柿川、栖吉川等）について、水害
の発生に対応する記載を検討してほしい。

都市内河川についても、治水対策を促進する
旨を記載する。

12

新たな産業団地の拡張にあたっては、工場跡
地への誘致を優先的に検討することを前提と
した上で、必要に応じて新たな土地利用転換
についても検討するとした方がよい。

「工場跡地等の低未利用土地の有効活用を図
ることを前提とし、必要に応じ拡張整備につ
いても検討」する旨に修正。

13、２７

改定計画の概

要の整理

（３章）

コミュニティレベルで色々と進めるためにも、
総合計画に地域管理構想の位置付けが必要
ではないか。

総合計画の土地利用構想として、地域管理構
想の概念が分かるよう記載する。

22

山古志の養鯉池など、使われなくなったらど
うなるのだろうか。使われなくなった後の使
い方についても長岡らしい計画策定を心がけ
てほしい。

中山間地域における棚田や棚池は、農山村の
原風景であり、貴重な財産であることから、地
域内外の人材交流・連携を図ることにより維
持・保全することを記載する。

25



１－１ 指摘事項とりまとめ 5

項目 意見概要
対応状況

（会議時の答弁から追加内容を朱書き）
素案

関連ページ

土地の管理に
着目したゾー
ニングの方向
性

（1章、３章）

最近は、認定農業者よりも、農業生産法人の
方が、事業の持続性が高い。
「認定農業者などによる担い手」の記載を「農
業生産法人や認定農業者などによる担い手」
とした方がよい。

農業の担い手に関する記載方法については、
認定農業者等（個人・法人組織）をまとめて「農
業の担い手」として整理したい。
第３回会議（P10）で特に論点としたい内容と
してご意見を伺いたい。

１１，15、16、

２３，24、

26

（会議資料

P10)

土地の管理に
着目したゾー
ニングの方向
性

（１章）

生活環境保全ゾーンは、生産環境より生活環
境保全に注力するといった方向性を示すとよ
い。

生産活動より生活環境保全に注力した市土の
利用・管理を図る旨を明記する。

１６

管理構想図

（２章）

既存集落の図示は、都市計画区域外のみでな
く、都市計画区域内も同様に示したほうがよ
い。

既存集落の図面は、管理構想図からは削除し、
アドバイザー会議用の参考図とする。

※参考図

生活環境保全ゾーンは、過去の獣害被害を把
握されているのか。
昨年11月に長岡技大の敷地内でクマの目撃
報道があった。反映されているのか。

鳥獣被害や出没状況は基礎資料で把握してい
る。
クマの目撃情報も反映し、図示した。
鳥獣出没エリアの図面はアドバイザー会議用
の参考図とする。

※参考図

１ 第2回アドバイザー会議での
主な意見と対応状況



１－１ 指摘事項とりまとめ 6

項目 意見概要
対応状況

（会議時の答弁から追加内容を朱書き）
素案

関連ページ

利用区分ごと

の目標及び実

績

（１章、３章）

外部不経済をもたらす開発に、対応できる計
画としておくとよい。

本市にとって真に必要な土地利用を図る旨を
記載する。

１4、２７

利用区分ごと

の目標及び実

績

（２章）

「利用区分ごとの目標」にある「原野」の項目を
削除することについて、国や県との調整はと
れているのか。

国と協議し、「原野」については項目を残し、
「0（ゼロ）」と表示する。

ー

土地利用の面積と管理を絡めることができる
とよい。例えば、生産活動促進ゾーンは、農用
地区域で保全するぐらいのイメージ。

指摘事項を踏まえ、目標値を検討中。 ー

目標値は、政策的意図をもって設定してほし
い。トレンドによる推計はやめた方がよい。

指摘事項を踏まえ、目標値を検討中。 ー

水路面積が減った理由は何か。全県の平均で
割り戻しているのであれば、「変化なし」でよ
い。

指摘事項を踏まえ、検討中。 ー

１ 第2回アドバイザー会議での
主な意見と対応状況



２ 計画素案

（第1章、第3章）

7



２－１ 計画素案 8

計画の目次構成

２ 計画素案
（第1章、第3章）

１ 市土の利用・管理に関する基本構想
（１）市土利用・管理の基本方針
（２）地勢上の特徴からみた市土利用・管理の基本方向
（３）利用区分別の土地利用・管理の基本方向
（４）管理区分別の土地管理の基本方向

２ 市土の利用目的に応じた区分ごとの目標
（１）市土の利用目的に応じた区分ごとの目標
（２）土地利用計画図
（３）管理構想図

３ 「２」に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要
（１）公共の福祉の優先
（２）国土利用計画等の適切な運用
（３）市土の保全と安全性の確保
（４）持続可能な市土の管理
（５）環境の保全と美しい市土の形成
（６）土地の有効利用・管理の推進
（７）土地利用転換の適正化

４ 五地域区分等別の土地利用
（１）五地域区分等の土地利用の原則
（２）五地域区分等の土地利用の調整方針
（３）五地域区分の重複する地域における土地利用に関する調整指導方針

第
３
回
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

検
討
範
囲

新規



２－１ 計画素案 9
２ 計画素案

（第1章、第3章）

特に論点としたい内容

〇 コンパクトなまちづくりを継続しつつ、中越圏域における中心都市とし

ての拠点性を高めるとともに、圏域全体で必要となる需要分に対応した

土地利用を推進したい。

〇 公の所有地以外で公的管理の検討をやむを得ず進める土地は、防災上

の問題などの外部不経済が生じる可能性がある土地についてのみとす

ることを明確化したい。

〇 太陽光発電施設をはじめとした再生可能エネルギー関連施設の設置や

大規模な盛土を含む造成行為等に対応した土地利用を図る必要がある。

このため、「市土利用・管理の基本方針」に位置付けるとともに、「利用区

分別の土地利用・管理の基本方向」においても、特に配慮すべきと考え

る利用区分（森林、その他の宅地）に明記した。

〇 「小さな拠点」については、改定版総合計画に位置及び機能を位置付け

ることを前提として記載したものであるが、この表現で問題はないか。

また、総合計画に位置付ける内容として足りないものはないか。



２－１ 計画素案 10
２ 計画素案

（第1章、第3章）

特に論点としたい内容

〇 これまでの会議において農業の担い手に関する記載方法のアドバイス

をいただいてきたが、認定農業者等（個人・法人組織）をまとめて「農業

の担い手」として整理したい。

〇 「耕作放棄地」に関する統計調査は、平成27年以降行われていないこ

とから、耕作放棄地と荒廃農地の表現を整理する必要がある。（「不作

付地」と「荒廃農地」として整理）

〇 荒廃農地を増やさないための土地利用・管理に努めるものの、現状と

して荒廃農地を解消することは難しい。荒廃農地化した場合の管理の

あり方についても考える必要がある。

〇 土地所有者に求めるべき最低限の管理のあり方を定めたい。

必要最低限の管理＞粗放的な管理＞必要最小限の管理



２－１ 計画素案（第1章） 【要約】 11

イ 市土利用・管理の基本方針

【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２ 計画素案
（第1章、第3章）

（１）市土利用・管理の基本方針（案）

１ 市土の利用・管理に関する基本構想

◎ ◎ 特に論点としたい内容



（１）市土利用・管理の基本方針（案）
イ 市土利用・管理の基本方針

１ 市土の利用・管理に関する基本構想
【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第1章） 【要約】 12
２ 計画素案

（第1章、第3章）

◎ ◎ 特に論点としたい内容



（１）市土利用・管理の基本方針（案）

イ 市土利用・管理の基本方針

１ 市土の利用・管理に関する基本構想
【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第1章） 【要約】 13
２ 計画素案

（第1章、第3章）

◎ ◎ 特に論点としたい内容



（２）地勢上の特徴からみた市土利用・管理の基本方向（案）

１ 市土の利用・管理に関する基本構想

【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第1章） 【要約】 14
２ 計画素案

（第1章、第3章）



（２）地勢上の特徴からみた市土利用・管理の基本方向（案）

１ 市土の利用・管理に関する基本構想

【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第1章） 【要約】 15
２ 計画素案

（第1章、第3章）

◎ 特に論点としたい内容

◎



（２）地勢上の特徴からみた市土利用・管理の基本方向（案）

１ 市土の利用・管理に関する基本構想

【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第1章） 【要約】 16
２ 計画素案

（第1章、第3章）

◎ 特に論点としたい内容

◎



１ 市土の利用・管理に関する基本構想

（３）利用区分別の土地利用・管理の基本方向（案） 【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第1章） 【要約】 17
２ 計画素案

（第1章、第3章）

◎ 特に論点としたい内容

◎



１ 市土の利用・管理に関する基本構想

（３）利用区分別の土地利用・管理の基本方向（案） 【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第1章） 【要約】 18
２ 計画素案

（第1章、第3章）

◎ 特に論点としたい内容

◎



１ 市土の利用・管理に関する基本構想

（３）利用区分別の土地利用・管理の基本方向（案） 【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第1章） 【要約】 19
２ 計画素案

（第1章、第3章）



１ 市土の利用・管理に関する基本構想
（３）利用区分別の土地利用・管理の基本方向（案）

【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第1章） 【要約】 20
２ 計画素案

（第1章、第3章）

◎ 特に論点としたい内容

◎



１ 市土の利用・管理に関する基本構想

（３）利用区分別の土地利用・管理の基本方向（案）
【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第1章） 【要約】 21
２ 計画素案

（第1章、第3章）



（３）利用区分別の土地利用・管理の基本方向（案）

１ 市土の利用・管理に関する基本構想
【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第1章） 【要約】 22
２ 計画素案

（第1章、第3章）

◎

◎ 特に論点としたい内容



（３）利用区分別の土地利用・管理の基本方向（案）

１ 市土の利用・管理に関する基本構想
【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第1章） 【要約】 23
２ 計画素案

（第1章、第3章）

◎ 特に論点としたい内容

◎



（４）管理区分別の土地管理の基本方向（案）

１ 市土の利用・管理に関する基本構想

【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第1章） 【要約】 24
２ 計画素案

（第1章、第3章）

◎ 特に論点としたい内容

◎



（４）管理区分別の土地管理の基本方向（案）

１ 市土の利用・管理に関する基本構想

【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第1章） 【要約】 25
２ 計画素案

（第1章、第3章）

◎ 特に論点としたい内容

◎



（４）管理区分別の土地管理の基本方向（案）

１ 市土の利用・管理に関する基本構想

【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第1章） 【要約】 26
２ 計画素案

（第1章、第3章）

◎ 特に論点としたい内容

◎



（１）公共の福祉の優先

３ 「2」に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要（案）

【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第3章） 【要約】 27
２ 計画素案

（第1章、第3章）



（３）市土の保全と安全性の確保

３ 「2」に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要（案）

【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第3章） 【要約】 28
２ 計画素案

（第1章、第3章）



（４）持続可能な市土の管理

３ 「2」に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要（案）

【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第3章） 【要約】 29
２ 計画素案

（第1章、第3章）

◎ 特に論点としたい内容

◎



（４）持続可能な市土の管理

３ 「2」に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要（案）

（市土の管理方針）

【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第3章） 【要約】 30
２ 計画素案

（第1章、第3章）



（４）持続可能な市土の管理

３ 「2」に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要（案）

（市土の管理方針）

【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第3章） 【要約】 31
２ 計画素案

（第1章、第3章）

◎ 特に論点としたい内容

◎



（４）持続可能な市土の管理

３ 「2」に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要（案）

（市土の管理方針） 【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第3章） 【要約】 32
２ 計画素案

（第1章、第3章）



３ 「2」に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要（案）
（５）環境の保全と美しい市土の形成

【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第3章） 【要約】 33
２ 計画素案

（第1章、第3章）



（６）土地の有効利用・管理の推進

３ 「2」に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要（案）
【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第3章） 【要約】 34
２ 計画素案

（第1章、第3章）

◎ 特に論点としたい内容

◎



（６）土地の有効利用・管理の推進

３ 「2」に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要（案）
【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第3章） 【要約】 35
２ 計画素案

（第1章、第3章）

◎ 特に論点としたい内容

◎

◎

◎



（７）土地利用転換の適正化

とりまとめの視点
・ 適正な土地利用転換
・ 再生可能エネルギー関連施設の設置や大規模な盛土を含む土地の造成を伴う土地利用転換
・ 自然環境や景観への影響留意

３ 「2」に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要（案）

(計画素案P28・新旧P52)

土地利用の転換は、人口及び産業の動向、周辺の土地利用の状況、社会資本の整備状況その他
の自然的・社会的条件を考慮して適正に行います。
低未利用土地の有効活用においては、地域活性化に資する土地利用転換を前提とするため、自

然的土地利用から宅地等への無秩序な転換を抑制します。
再生可能エネルギー関連施設の設置や大規模な盛土を含む土地の造成による土地利用転換を

図る際は、周辺の土地利用状況や自然環境、公害未然防止、景観、防災対策及びその維持管理や撤
退時の対応等に十分留意の上、関係法令の遵守と必要な措置を講じるよう指導します。

【とりまとめの視点】
朱書き：新たに追加する主な内容

２－１ 計画素案（第3章） 【要約】 36
２ 計画素案

（第1章、第3章）



3 住民説明会について

37



３ 概要 38３ 住民説明会について

住民説明会のねらい

・国土利用計画（長岡市計画）の改定目的と新しく追加する市町村管理構想への
理解を深めてもらう。

・人口減少下での市土を取り巻く課題を共有し、将来の地域づくり・今後のあり
方を考えるきっかけとするとともに、取組を促す。

開催場所

・４会場

開催時期

・令和６年１１月頃（予定）

周知方法

・市政だより

・支所からのお知らせ

・市ホームページ

【説明会の地区割り】

川東
（長岡川東,
中之島,栃尾）

南部
（越路，川口，
小国，山古志）

北部
（与板,和島,寺泊）

川西
（長岡川西,三島）



4 策定スケジュール

39



４ 策定スケジュール 404 策定スケジュール

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

令和４年度

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和8年度

基礎調査 農地、森林等

課題・取組整理

管理構想図の作成

アドバイザー会議（５回程度）

庁内検討会議（５回程度）

骨子案

議会

説明

素案・原案 案

議会

説明

パブコメ

平成２８年度～令和７年度（現行計画 計画期間）

目標基準年次数値

資料収集、数値整理 目標値の推計・設定

次期計画

令和8年度～令和１５年度

決
定
・
公
表

決
定
・

公
表総合計画改定

住民

説明会

令和７年度末の策定に向けて検討を進める


